
一 般 質 問

平成 30年第 2回定例会（6月 13日）

質 問 者 内 容 答弁を求める

１．和束の観光における問題点と対応策 町長
井上武津男 農村振興課長

（１）グリンティ和束裏の駐車場について。 地域力推進課長
建設事業課長

（２）町内の観光客受け入れ環境の充実は。

（３）農家と観光客との共存は。

（４）道路に関する問題。

２．マウンテンバイク世界大会に向けての取り組みに 町長
ついて 地域力推進課長

建設事業課長
（１）和束において、世界大会を行うまでの国内大会の有
無は。

（２）和束町における選手の育成は。

（３）競技コースの完成予定は。

（４）世界大会まで、すべての道路の完成は間に合うか。

①府道木津信楽線。
②府道宇治木屋線のトンネル貫通

１．女性と高齢者の視点に立った防災対策について 町長
竹内きみ代 総務課長

（１）これまで自主防災組織の立ち上げを訴えてきたが、
現在の状況は。

（２）近年、防災会議に女性の登用が増加している。25
年 9 月の一般質問において提案しましたが、関係機関
と検討するとの答弁でございました。その後の進捗状
況を伺います。

（３）きめ細かい防災対策を推進していくためには、女性
や高齢者の視点を踏まえた地域の防災育成について、
どう考えるか。。

（４）一週間程度の在宅避難ができる備え方等、分かりや
すく、誰でも実践できる「女性視点の防災ブック」の
作成を。

２．和束町版「ハローワーク」の設置を 町長
人権啓発課長

（１）これまでの相談状況とハローワークとの連携や就労
への効果、実績等を伺います。

（２）市町村庁舎内に地方版ハローワークを設置して、無
料職業紹介事業ができるようになりました。一般町民、
高齢者や若者、障害者等の相談やハローワークとの連
携ができる庁舎でのハローワーク設置についての考え
を問う。



（３）職業安定法の改正により、民間とは明確に異なる公
的な立場で無料職業紹介を実施できるよう規制緩和さ
れた。これを機に移住や就職支援、人口回復のために
も必要ではないか。

１．「カジノ実施法案」への町長の姿勢を問う 町長
岡本 正意

（１）政府はカジノ整備を「成長戦略の目玉」「地域の活
性化につながる」等を理由に実施法の成立を進めてい
るが、町長の認識、立場は。

（２）カジノは刑法が禁じる犯罪行為であり、生活破壊や
ギャンブル依存症を増加させる等、住民生活や青少年
の健全育成にも有害である事は明白。反対の立場を明
確にし、法整備中止の要請を。

２．観光振興のあり方について 町長
地域力推進課長

（１）この間の観光施策を通じて交流人口の増加など一定
の「成果」が見られる一方で住民生活への影響など問
題も生じているが、どのような現状認識か。

（２）駐車場やトイレ不足の改善など課題の明確化と具体
化を図ると共に、安全対策などは直ちに実施を。

（３）施策の今後の理念や方向性、ルールづくり等の検討
を住民参加で進める時ではないか。

町長
３．子育て支援の更なる充実を 福祉課長

総務課長
（１）学童保育の改善を。

①保育料の引き下げを。
②開設時間を、せめて保育園と同じ午後 6 時半まで延長
を。

（２）高校生通学補助の拡充の早期実施を。

総務課長
４．昨年の教訓を生かした台風や豪雨災害への対策強
化を

（１）本町での「タイムライン」の作成、具体化の現状は。

（２）役場の対応体制の見直し、改善は図ったか。

（３）「安全に余裕をもって避難」を基準にした避難情報
の発信、要配慮者の避難体制計画の具体化を。

（４）通行止め等の災害情報の迅速な把握と情報発信の対
策は進んだか。


